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連絡事項 
 
⾃⽴⽀援医療の有効期限
は⼤丈夫ですか︖ 
 
⾃⽴⽀援医療は精神通院において
活⽤できる社会資源の⼀つです。外
来診察＋お薬代＋訪問看護＋デイ
ケアが1 割負担（負担上限あり）
となる、経済的なサポートとして⼤きな
役割を果たすものです。 
こちらは毎年更新の申請が必要とな
り、2 年に 1 回は医師の意⾒書が必
要となります。⾃治体から有効期限が
切れる時に通知がないため、稀に期
限切れとなり更新が遅れるケースがあ
ります。このような事態に直⾯しないよ
う、今⼀度ご確認いただければと存じ
ます。	
	

障害年⾦をご存知ですか︖ 
 

精神障害による障害年⾦は、精神的
な状態が⽣活に影響を与える場合に
⽀給される制度です。 
詳細を伺いたい⽅は、初診⽇と現在
の状況のが重要となってきますので、ス
タッフまでお伺いください。 

 

 

 

 

トピック 

川越市障害者福祉施設連絡協議会の学

習会シンポジウムに登壇しました。 
（障害者権利条約対日審査総括所見を受けて） 

令和 5 年 8 ⽉ 24 ⽇(⽊)、川越市
の社会福祉法⼈皆の郷が中⼼となっ
て運営している川越市障害者福祉施
設連絡協議会の学習会シンポジウム
がありました。内容としては「障害者権
利条約対⽇審査総括所⾒を受けて
〜それぞれの⽴場から〜」をテーマに、
代表の⼾⽥は相談⽀援専⾨員の⽴
場から指定発⾔をさせていただきまし
た。講師は⽇本障害者協議会代表の
藤井克徳⽒。藤井さんからは、障害者
権利条約のこれまでの経緯を丁寧に整
理し、なぜ障害者権利条約と向き合う
必要があるか、昨今の戦争問題等に
接近しながらご教授いただきました。 
総括所⾒とは障害者権利条約に批准
した⽇本を国連が審査した結果です。 

⼾⽥は障害者権利条約総括所⾒で
指摘された⽇本の精神科医療の問
題を共有するとともに、地域社会の課
題を指摘し、相談⽀援専⾨員として
取り組んでいくことを表明しました。そ
れはシンプルに「私たち（当事者）抜
きで私たち（当事者）のことを決めな
い」、このスタンスを維持することだと考
えています。 
⼾⽥と同じく、それぞれの⽴場からは、
⼊所施設の⽴場から「社会福祉法⼈
けやきの郷」の内⽥⽒、通所の⽴場
から「able! FACTORY」の⽊村⽒、
家族の⽴場から「まごころファーム」蟻
川⽒が登壇しました。様々な⽴場か
ら、障害者権利条約の総括所⾒と丁
寧に向き合い、私も⼤変勉強になりま
した。 

 

 

 

 

最新情報 最新情報 オススメ Book 

新スタッフの紹介 ⾃転⾞移動がマイブーム︖ 深夜特急 (著 沢⽊耕太郎) 
看護師の藤澤園⼦さんが 8 ⽉から勤務
しております。皆様とお会いした際にはどう
ぞよろしくお願い致します。表紙は愛猫で
す。 

相談⽀援専⾨員の⼭内さんに影響を受
け、最近⾃転⾞（クロスバイク）で移動
することが多くなりました。すると、運動不
⾜が解消されたからか、快調です。程よく
疲れ、夜もよく眠れます。運動の⼤切さが
⾝に染みています。 

シリーズ６まであり。鉄道旅⾏中に偶然
知り合った⼈々の⼈間模様を通じて、⽇
本の社会や⼈⽣に対する洞察を描いた
作品。異なる背景や価値観を持つ⼈々
の交流が、深い感動と共感を引き起こ
す。 
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